
細胞周期、幹細胞、老化、実験

観察

周期の段階と運命

G一、S、G二、M期

Gゼロは可逆的静止期

分化、細胞老化、死への移行

組織は信号と環境で均衡させる

サイクリン依存性キナーゼ制御

段階特異的サイクリンが活性を高める

サイクリンDとキナーゼ四・六は増殖信号

サイクリンE・キナーゼ二はS期進入

サイクリンB・キナーゼ一は有糸分裂

ユビキチン依存分解で一方向化

制限点で分裂周期へ拘束

リン酸化網膜芽細胞腫タンパク質がE二F解

放

制御喪失は不適切な増殖へ

増殖信号と栄養が分裂を左右

ラパマイシン標的が栄養とエネルギーを統合

AMP活性化キナーゼが同化を抑制

DNA複製とチェックポイント

S期前に起点を許可活性化後は再許可されない

フォーク停止による複製ストレス

毛細血管拡張性運動失調症変異キナーゼ二本鎖切断へ応答

関連キナーゼは複製ストレスへ

p五十三はp二十一誘導かアポトーシス

G二期から有糸分裂への切替

ホスファターゼが抑制性リン酸を除去

正のフィードバックで混在を防ぐ

有糸分裂と細胞質分裂

コヒーシンが姉妹染色分体を結ぶ

動原体が紡錘体微小管へ接続

両方向性結合が張力を生む

整列より正しい結合が重要

紡錘体形成チェックポイントが後期を防ぐ

後期促進複合体がセキュリンを分解標的に

セパラーゼがコヒーシンを切断

収縮環と切断で娘細胞分離

誤りは四倍体、小核、異数性

減数分裂

一回の複製と二回の分裂

第一前期に相同染色体が組換え組換えは正しい分配を助ける

第一分裂で相同体が分離

第二分裂で姉妹染色分体が分離

母体減数分裂停止で加齢性異数性

静止と幹細胞

静止は能動的で多くは可逆的

ニューロンと心筋細胞の再生は限定的

対称分裂は集団を拡大または枯渇

非対称な結果は幹細胞様娘を保つ

移行増幅前駆細胞は限られた期間分裂

全能性、多能性、多分化能 人工多能性幹細胞は疾患モデル

ニッチが幹細胞挙動を維持

老化、テロメア、細胞死

細胞老化は持続的増殖停止

老化関連分泌形質

急性は有益、慢性蓄積は炎症を促す

短いテロメアがDNA損傷応答を起こす 単純な生物時計ではない

即時膜破裂のないアポトーシス

内因性はシトクロムcがカスパーゼ活性化

外因性は死受容体から

ネクロプトーシス、パイロトーシス、フェ

ロトーシス

細胞の観察

明視野、位相差、蛍光顕微鏡

共焦点光学切片と超解像法

電子顕微鏡は固定試料を要する

共局在は直接相互作用の証明でない

陽性・陰性試料、一次抗体除外

フローサイトメトリーとDNA量

G二とMは区別できない

ヒストンH三リン酸化が分裂期を示す

実験モデルと操作

初代細胞は短命、株は誤同定あり

二次元プラスチックは不自然な硬度

オルガノイドと臓器チップも不完全

機能喪失・機能獲得実験

標的外作用と代償応答

レスキューが因果推論を強める

単一細胞解析が不均一性を示す


